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migkeit)が現われ， {:也の場所!こはそれが欠けたか》 というような，芸術形式

の出現一般の問題であり， もうひとつは， (可成り広くゆき亙っていた多声性

から.一体なぜ地上のある一点においてのみ，ポリフォニー音楽や和戸的ホモ

フォニ ー音楽，そしてますこ近代的音組織やが発展しえたのであろうか》という

ような.ある特定のitiIJl!Iの発展に関わる問題である (Weber[192] =1967: 17 

2J). 後の『音楽社会学』は.このうち後者;こ照準する仕事であった.それに対

してわれわれは，特定の告1肢を討提せず，芸術形式の一般的な様相を論ずる準

備を始めよう.

【2) 芸芸術の特定の制度が組みあがる以前においても，社会空間"1，おそら

くすでに種々の芸術的な諸形式 (artisticforms)によって満たされていた.

これは.言語と同稼;こ，ひとびとの身体にく規範 (norm))として作用し，そ

れら身体を相互に関係づける，社会空間lこ国有の作用索である.これを，間身

体的作用(intercorporaJ opera tion)としての芸術形式.とよぼう.

本稿::..，芸術形式へのこのような翁限をもとに，芸術の諸mure:を解明する記

号学的な作業の.登~路の見取りを与える誌みである

【3) 芸術形式が間身体的なあり方をすることについては，これまで正当な

注意が払われてこなかった.われわれの芸術=制度が，それを祝えにくくさせ

ている

われわれの芸術=制度lZ，個体主義;こ色渡く染めあげられている これによ

れば芸術活動!'!，粒子的な個主主による・表現' として意義づけられる.すべて

の形式lt，その独自性の起源、 (origin)を探索され，最終的にはいずれかの個
• J 

2の独創性 (originaJit)>)に保貸される. たとえば， r或る歌が歌われている

のを耳にし……春日八郎が歌った山国税符作曲のく赤とんぼ〉であることを了

解した」という具合;こ(→庄野[1981: 169J). ここで対立させられるのは，独
"'~J・') iC_ 

S1J/模倣(自己模倣)の対である 後者(1，表現ではなく，したがって端的に

祭価値なのであり，芸術の領域からは排除さるべきものとみなされる

この芸術=制度われわれの社会;こ確たる位位を占め，人間の美的な活動

の諸領域を統括する.音楽/絵画/演劇/……などの下位ジャンノレが，それに

KIl.底する.音楽を例;ことれば，われわれの耳はこの制度のもとで，訓練を課さ

れる. それ1:'，音についての獄字能(Iiteracy)の如くであって，これに従わ

ない場合に'i，音楽がそもそも「わかっていない」とみなされるのだ.

しかし，音に戯れるといういみでの音楽の営みは，こうした特定の制度の成
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間身体的作用としての芸術形式

一一平均伸の閉1J~/遠近法の解体

橋爪大三郎

1¥1. Vlebcrl工，3jL均11tのt1Jilを?ともなう西欧近代音楽の艮

IJfIを，合lill化の瓜紘[のな~~とみなした.しかし近代15-~ '土

循環に陥り.返近法以来の絵画もまた行き詰まりをみせてい

る.この仰結l土.両者を， m祭への:J;芯を主題とする特殊な

芸術=制度とみなすとき.むもよく理解できる.制度に対し

て専ら戦略的;こ関わる現代芸術を含め.こうした芸術=制度

の級相を切らかにするには，1jiなる記号訴的J霊近に加えて.

芸術形式の悶身体的なあり方をより微細に記述する，芸術の

時U!lr怖を工夫しなければならない.

1. lfjUf，tとしての芸術

【1)芸術にとってもっとも根本的な問いは.なにゆえに芸術:!.存在するの

か，なぜ人間l土芸術をうみださずにおれないのか， という問いであろう.これ

にいちおうの河~?;を与えるのなら，そう賎しくもない しかし考えつめると.

毘をひく問いでもある

比較社会学的な関心から考えなおしてみると，この間いには正面から受けと

めにくいところがある すべての社会が・芸術・を知っているわけではない.

むしろそれは，われわれの社会に特有な制度だと言ったほうがよい.われわれ

は，芸術の存在を自明視し，それを理解したり解説したりするのだが，それら

はたかだか原住民の知識(Jocalknowledge)を出ないのである

「芸術の記号論J とばしばしば， われわれの芸術の制度に秘かに内属しなが

ら，その話作品を解説する.という作業をいみしてきた.その解説に，よくあ

る記号訴の技法を援用しても，大したことではない.特定の制度としての芸術

に作用する，より大きな力学!こ目を向けるべきなのである.

M. Weberl土， itiIJ度としての芸術をめぐり， 2 種類の~思がありうることを

意識していた.ひとつは， <:何ゆえ地球上のある場所には多芦性 (Mehrstim-
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立にはかかわらないはずである.われわれの芸術=fuUl交のはうが，そこへゐと

から劉りこんできたのだ.制度としての西欧近代音楽，なかんずく平均律の成

立を.社会史的に復元しようとはかる 'Weber!工，こうした制度の強引さをよ

く見据えている.

2 制度としての平均律

【4) こんにち『音楽社会学』としてしられる Weberのjg稿 (Weber[19 
.3 

21=1967J)は，必ずしも適切に評価されていないようである.それは， f経済

と社会』の附録に収められたのだが，そのせいもあって.ほんの脇道の認論.

すなわち，資本主義の精神として結実する合理化 (RationaJizierung)の過程

が音楽領核でもやはり遂行していた，という気まぐれて'毛色の変わった傍証と

して，受けとられがちである.

しかし，夫人の証言によると，このjfiw，j(!，もうひとつ5J1jの巨大な構想，つ

まり 《芸術社会学のための最初の際石をなすものp(安藤[196i: 259J)なので

あった.

そこで，了音楽社会学Jを読むには， 少 くとも 2重の復元作業が必要である.

第 1に，彼の未完成のiS稿から，その趣旨を付度しつつ.完成した全貌をおも

い錨くこと.第 2に， j目想の断片が残存するだけで着手されなかった r芸術社

会学〉の給郭を， u音楽社会学Jからま佳しはかること 第 2の点は次節に荻っ

て，ここでは，第 lの作業，ならびにその批判的註解を該みよう.

【5) t音楽社会学』でWeber!工.音組織 (Tonsystem)を考察の対象とす

る.これは記号論的にみても.正若である.なぜならば，音律(ないし音階〉

は，音響学的事実iこ制約されながらも，あくまでも洛1主的;こ成立する音の体系.唱
である この点で音律lt. 音昔日の体系と同級であるから.

A.J. ElJisの『諸民族の音階](1865)以来，比絞音楽学l土草書IJJt)jの活況を

呈していた Weber I土. そうした繋績を精力的に通覧し，枚討を加えるーだ

が今日からみれば資料のltlj約も大きく，まずこ草稿ゆえの巡i昂もある.だからわ

れわれは，細部を無視して，彼の議論のいちばん大きな粋だけを摘もう .

【6) Weber.1主， 西欧における音組織の発iきをT ある合理化の過程ととら

える.その頂上に位位するのが，われわれの平均律である では，どのような

合恕化をみてとるのか?

古代の音f1U:，近代の音律(十二等分平均律〉 とが.兵なる原理によるもの

no身体的作用としての室市形式 83 



であること，これがまず確認すべき点である どちらも和声的合理化 (harm-

onische Rationalizierung)の産物ではあるのだが

古代の音Ut(たとえばピタゴラス音律)をみよう.これは，オタターヴを.

いくつかの協和音程(ピタゴラス音作の場合は長 51.交と長 4皮)を用いて分宮11

し.えられる.合理性 (ratio)とはもともと整数比をいみした.これはそのい

みで.合理的な音律である.
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図 l ピタゴラス背i.It (Roed町 eT[19.3= 1981 : 192:) 

ところが，古代の音律はどれも完全でありえない. ir!l flーヴを飽和音程の

み(主主数比=有~Uの~采〉でちょうど埋めきることができなし、からである.
したがってそれば.非協和音程を排除できずに含む.古代の音l'ItI主，合理性と

非合理性とが同居する矛盾を抱えているのだ.

しかしこの矛盾:之、実際上の困難となならない.演奏に用いる実用音階l土，

e このわずかな端数を;.aJjljしない 音律l土、単に理論上の問題，音秩序;こ関する

古代人のイデオロギーにすぎなかったーそして無理数 (irratiof¥alnumber) 

をみとめない彼らには."1言にもとづく平均律l土.合理的な解決でありえなか

ったのである.

【7] だがのちに，音律上の問題が実際的な関心と結びつく日がや勺てくる.

Weberはそのきっかけとして，記詩法 (Notation)と楽援とに注目する.

楽訟は.単純な言及関係でみれば.そこに在る楽音(の復合たる楽曲〉を指

示するものである.しかしぎ干〈.fこ，記訟法がその対象を産出してしまう場合

もある. Weberの発見はこれである.

Weberは五線譜を.復式簿記になぞらえる. 一般に簿記:1.金銭の出納を

記帳する二次的な工夫である.しかし複式簿記は.減価償却を含む合理的な損

益計算を可能にいそれによってはじめて r(資本創的な〉資本」を出現させる
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うちの部分集合が，言語(lan思lage)であったように，可能な音の配列の集合

のうち審美的な規績をみたす部分祭会が，音楽 (music)であるはずだ.

与えられた可能性のなかで何を選択するかは，作者ひとりひとりの問題であ

る.そして楽曲の俗築は，主体の形而上学の圏内で，独創l性を追訊するゲーム

とともに営まれるしかない. Bachの笑現した可能性は.こう して彼の個性に

配当される. Brahms は. Chopin Ii.. Wagnerl丸・…・・順次そこからずれる

ことで，彼〈ら〉の位置を見つけるほかない.このような可能性の蚕食=消設

は，制度内部で進行するとめと.ない過程である.

これを，協和音程の函から言い直そう. Bachは音律の改革者として位低づ

くが.後l工.協和的な音関係については，それ以前の慣行を踏襲したかたちに

なっている.しかし，同じ階名でよばれるとしても.平均律の協和音は「不純」

であることに注意しなければならない.協和音/不協和音の区分は，古代以来

の理念的な根犯を失って，相対化され，単なる制度上の拘束に転化している.

したがって，独創的であれ，主体的な表現たれ，と L、う要読のまえでは.それ

はもはや無力な ものでしかない ロマソ派は.主観的熱情の表現を不協和音程

にもとめたが，その結果，音楽的とされる楽音の配列の部分集合は鉱大をつづ

ける.Sch凸nbergの12音技法や，総音列主義を経由するその終端に1:::. 祭規
. ， 

筒状態 (anomie)=非音楽が位置する.

【10】 こうして，平均徐にはじまる可能性が終湾し，ひとつの円環が閉じら

れる.これがし、わゆる (.近代音楽の循環}・〈村山 [1983J)である.

しかしこれは，制度の消滅ではなく，完結である 絶たれたのは，新たなl，'q.

築の可能性であり，われわれは，すべての椛築物とともに，この制度のもとに

いる.われわれはふたたU:Bachにかえり，博物学的な円環をたどりはじめる .

Weberが 『音it社会学Jを著した時点では.まだこの円環l主閉じさ勺ていな

かった.そのため彼:主，西欧音楽が，和声的な合理性をしだいに昇りつめなが

ら直線的に発展するように，イメ ージしえたのである.しかし実際，こういっ

た聞かれた発展の可能性はのこされていなかった Weberの説明とは異なっ

て，われわれが見出すのは，和声的な原理をひとつの基礎にしながらも，閉塞

する有限な門mをうみだしてしまうような別館の制度なのである. E. Satie. 

J. Cage.宅の{也の実験的な試みli.こうした制度への戦略的な関わりとしてし

か.mt解できない

構築はもはや不可能でありながら. l!li祭への;を:主を相変わらず温存している
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のである.復式将軍記l土.近代社会の形式合理的な作動を支える.必須の用具の

ひとつである.同様に五線諮Ii..それ以前のネウマ諮や素朴な望号法mと異な り，

i促音をその絶対音防と苛長とによって計:f.l:(ý~ (metric)に表記する用具である.

これによって.表現のヨミ材と しての策音と，それにもとづく管沼主投的な情築

の可能性が出現するのである.

他方，ヨIHIDは，夜組織を支える物在である.音l工，その佐賀上すみやかに消

失してしまうへ s楽杭主同じ音関係を容易に反復できるので，音律の基準を与

えることができる.

西欧iこ固有なのは.鍵盤楽器である.この装置は.各音の同等で可視的な配

列を楽曲の出発点とさせる点で.五線諮と共通する.

以上の 2 つの契俊は，世界を再組織する時代的な制度一-u~築への意志一ー

のなかで出逢い，古代の音律が擁していた矛盾を尖鋭なものにした.一方では.

記訟法iこ育まれた楽曲の編成が，一連の構築f札ことに転調の必要性をうむ.

また一方では. 鍵盤楽祭の古典的な調律は. {転位と程調に非常に深刻な制約

がある〉ことが(17世紀のころから知られ〉た (RoedererC19i3=1981 : 192J). 

これは深刻で.オ !lflーヴ内に新しい音階を追加しでも解決しない目

(8】 Weberは.これに対する解決が. J. S. Bachと J.P. Rameauに

よ予，十二等分平均律の准進であったことを指鏑ずる (Weber[1921=1967: 

200J). 

平均律の採用には抵抗があったが.それは.この音律が和声的な辺念からは

支持できないとみえるからである 平均律l土，音忽織を構築への芯:玄へと屈従

させたものである.そこでは.和声的合理性l土，第二五的な位置へi吃められて

いる.

そこで平均Ut，t.，身体の新たな規律訓練とともに流布すべきものとなる.絶

対音感がそれである.各人の実現すべき音程l土.他者 (f也のパー ト〉との協和

性によるのではなく.ただ(絶対の)構築物との関係て・定まるべきなのだ.

(9] さて， このように Bachと平均律の主主拐によって，近代音・楽の展開す

べき地平が与えられた.そして，いったん始まった運動は.その行きつ くとこ

ろまで進行せずにはおかない

Bach :i後の作例を.音楽そのものとして提示したのかもしれなかった.音

楽とはなにか? それは，上のように整律され配置された音階のうえでの順列

・組合わせとして実現される構築物である.およそ出現可能な記号列の集合の

間身体的作用としての芸術形式 R~ 

この制度について.さらに深〈考えすすめるまえに. もうひとつの先i1J.l!-絵

画における遠近法にも目を向けておくのがよいだろう Webe，の 《芸術省ー会

学》の構想、のなかで.これはもっとも重要な 1立を占めたはずである.

3. 制度としてのi窓近法

【11] 中世絵画とノレ不サンス絵画をわかっ最大のものは. 3次元的空間把主主

の導入.なかんずし 遠近法 (perspective)の確立である.遠近法は.第一

義的には.数学的な画面構成の技法にちがいない.だがそれは.広L、し、みでは，

われわれの絵画表現を規定する圧倒的な告11&となったのである.

遠近法:''1.対象のリアルな表現を可能にするもののようである.しかし，な

にをリアルとみるかは，あらかじめ定まっていない.遠近法の開始f土，だから，

ある魯のリアリティの開始なのである.

~くのものを小さく，近くのものを大きく描くのは.視覚の表現として当然

である.こうした素朴な遠近法と異なり. 貫主密な遠近法(透視図法〉は，つぎ

のような明日夜な手I1闘を踏む.それは，光の直進性と筏知覚についての自党の度

物である.

【12] ihl近法:"1.絵画を視知覚の表現とみなし，視知覚を木n的に;と射P3で

あるとみなす.射~3 (projection) と ~:... 3次元の空間の各点を，ひとつの視

点に向けて移動させ，ある 2次元のスクリーゾ上におきかえたものである.画

面をこのように悦成すれば，空間内の任窓の物体;こ画面でどのような形態を与

えたらよいかが，完全に解決される.とくに平行線の場合とれば図面上では，

合l'll的な比例!万係として示される.

こうして遠近法:工，合五Q的なI前回の校法である.それはまず， 数学的な技法

である.また.いかに揃 くべきかという舷密なHI.簡を.l'百家に与える ものでむ

のつ

絵画における空間と画面との院係は.世界と函家(およひ'絵をみる者)との

関係として p 解釈されはじめる.これほ. 遠近法の含むささやかなトリ γ タと

ともに.成立している このト リッタは，平均wが協和音程から少しずつ外れ

ているのと，似たところがある.

このように &近法:土.性~~をみる ~illl交なのであ る

【13】 遠近法:土 本物(~;釜均)の物質的な表面に対する関心において卓悠

している 神:土.本物と空間一切の作者であるかもしれないにせよ，限にみえ

no身体的作用と Lての芸術形式 8i 
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る物質世界からはまったく退いてしまっている. こうした即物的な限差l土，

Galilei のものでもあり，治かれるさ~ru1:i. Newtonの絶対空間でもある.

絵画l土視る1tIJ1!rである. iSI近法の場合にはそれ:1. 客観を主観の'fi絡で視る，

という制度ーである.画面l主.客観的な空間を拙きながら.同時に画家の視点の

一義的な所在をも l照らしだす. すなわち画面 I~ .両極であったはずの客観と主

観との統合として突現される.これが左近法のq'む銀本的な矛盾である

このような画面をあらしめるのは.個我である町家のヌ任である 遠近法に

おいては，画面;二そなわる視点li. 時間ならびに空間的位殴〈座e:'Dを特定さ
..' 

れた，かけがえのないものである.世界の諸要素{土，彼からの祝えによって図

面のなかに配列されなければならない.彼l土.絞造物を手掛りとして.m築へ

のE志を担うのである.

こうして，表現する倒裁は，宇宙論的な主題をひきうける.これ:工，絵画;こ

限らず.音楽や{也のジャンルにも共通する，西欧の芸術制度の特質である.か

つての祭合的・神話的な営みを， このlt;lJ/.![:土，個我;こ担わせる.

【14) ill近法の技法に関する入門書にli. Viatorのもの(1505年刊〉などが

ある.この頃までに，多くの画家が3íll近法を駆使しはじゐていた(→横山 ~19

81 : 68J). 

ここでひとつの疑問:;"なにゆえ遠近法が平均律より200年以上も先だって

出現しえたのか，であろう.思うに，この理由{土，平均律のがわのIIれiこ求め

られる.平均律:土，古典音律の純正な協和性の理念の抵抗を踏み破らなければ

ならなかった.それに対し.遠近法にはこの種の矛盾がはじめから存在しなか

った.jl~祭への窓志はこうして，まず絵画に出現したのである .

遠近法がリアルなのは，事物のE十:fil:的な位医関係を函面のなかに定着するか

らである.遠近法:主.平行線の処理;こ優れており，とくに構築物の内部の描述

が効果的である.フレユコ函の扮合;己主，画像の空間が現実の屋内空間と接続

することが，計算された. これに対して.ポ-~フソレな:也~の場合:こは.函函

はその内部で完結した空間を描くべきことになり I Wis詰物の外観や{也の任意の

画材が好んで選;まれはじめる こうして，いったん獲得された遠近法の筏空間

は，のちの静物画や風景画にもひきつがれてゆく

【15) 遠近法が自明な制度となったので，それからどこがどうす.れずこかに，

絵画表現の個性が見出されてゆく.現代にいたる西欧の絵画史lZ， こうして遠

近法の諸契主主が解体に向かうフ.ロ七九を示している.絵画理念の交替をしめす
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それより も，絵画においても注Bすべきなのは，その最も現代的なま式みが，

制度としてのそ空それ自身を造型作品のかたちで霞塁させるという M イノレを

とることであろう .その最却の壮大な試みは. Duchampの大ガラスであった.

この作品が「視る d ことへの戦略的配慮、を中心に据えているとすると.ファ γ

ダメンタノレ・ベインティング〈→村山 [1982J)の場合には. r描く J7f!i;，のz
呈が目指きれている.しかしながら，制度への挑戦は，その反作用として.制

度としての芸術を保守的で固定的なものとする.しかも.制度への挑戦を作品

化する試みは，けっして制度を突破することができない.

こうした解体の現況に迫其するために，制度としての芸術一般を主題化しう

る原理的な観点が必要である.

4. 芸術の制度論へ

【ユ6) 西欧芸術の代表的ジャンノレである音楽と絵画について，その制ff[-ー

平均律と遠近法一ーを概観してみた. ここから若てとれるのは， V.'eberが描

こうとした(であろう〉ものとは，かなり追った図柄である

Weberの合理化の概念l工， 資本古田j近代の初発点を準備し， あるいはそれと

伴走すべき， ー遂のき士会形象の特貨を抽出したものである しかるにその後，

資本語IJの経済メカニズムヵ" 、くたびかの曲折を経ながらも，不思議なほど耳寄

りもみせず着々と自己の現状を更新しつづけているのにひきかえ，それを初発

させたはずの芸術の制度のほ うは.奇妙な沼~をむかえている.

資本制の大発展大量生産を可能としたが，そうしてもたらされた複製は，

独創性を追訊する芸術の制度にとっては，不可解な形式，危険な兆候として警

戒されるばかりである.ひとびとを関係づける社会形式のありょうがこうして

変容しているのに.芸術の制度は古典的た枠組みに緊縛されたまま，とり残さ

れている そのため，こうした変容に直面しようとするまともな表現者は，ま

ず芸汽令制度Iこ叛逆してかからなければならなくなっている これU きに苛

監である.

【17) 時を隔てて登場した遠近法と平均律が.1まぼ同時にその終着をむかえ

たのは.偶然であるま い たとえば両者l土 つぎのよ うに連携していた，と考

えてはどうか? 絵画!土空間的な 3次元の，音楽ばのこる時間的な 1次元の.

座標軸を分担し.相ともなって，古典的な近代世界のリアリティを悦成してい

た そして， 20世紀初頭の，相対論的な空間把怨の出現といれちがし、に， 資本
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:H!々のエピソードも.このブロ七九のうえに首尾よく位lはづけられよう.

解体のブロ七九ははじめ.画面の主観的な袈紫が均す方向;二すすみ，その極

に淫する.ついで拙 く視点(主観〕がその同一位を災い，ついには.)i近法のJli1

念が全く見失われて，おわる.

絵図表現の個性:1.画面をあえて主観的にm成することで，主張できる こ

れは，色~ゃ~，'Ii図の商でなされてもよいが.形~~ の m近法的規泌からの逸脱

としても訊IJられる.

口E→己一マ抱山い…な枝抑仇…変肌恥…挽恥いi辺凶豆羽E

己→己→ O ト……ポh山…ロり…ジ付力 な変m歪 主却叫限山性

図 2 逸脱と Lての主~~

象徴派の色彩や印匁派の点描:工，こうした逸脱の例である なかんづく点描

は，光線(視知覚)を箔きなじめる ことにより ，画百の空間への;Y.I設を祭効iこ

してしまう.

物質的表面の解体はさらにすすみ，キュピズム以降では，視点の唯一位〈主

観の向一位〕が散逸しはじめる 形叙の色彩の変歪の度合が極点!こ迭し，描く

筏点が消滅したそのときに.具象性(すなわち. 三次元空間内の事物と画像と

の.何らかのいみでの対応〕の廃棄が宣言される.ここに抽象絵画が誕生し，

)s:近法は終表したかのように思われよう.だがそうではない.

抽象絵画が，叛逆として以上に，成功し えないのは，それが無視筒状態に陥

るゆえである それはポ:A?ーではなく， 絵画でありつづけようとする.しか

し，いかなる形象と色彩1こよって画面を椛成すればよ L、かについて，何の規準

もない それはもはや，主観性の表現であることすらできない.絵画という制

度を遠近法の伝統からひきついだのではあるが，その制度を維持するだけの内

実に欠けている.

こうして，現代の絵画は，依然と して遠近法の図内にある われわれの空間

把湿l主，それまでと変わっておらず，昔ながらの具象絵画が，さまざまな傾向

の絵画と博物学的な同時代を共存している.

間身体的作用としての芸術形式 89 

?;ojと伴走する制度たる資格を解除されたのである， と.

制度としての西欧芸術の内宮f，における，絵画と音楽の分担l主次のようであっ

たろう.はじめ絵画が，構築への芳、宏、を神からひき継ぎ，すべての殺造物に適

切な外形を与えるように腐心した.しかし，絵画表現が次第に主観性を強めて

ゆき，表現の主体がこの1tMrのなかで成熟すると.構築へのJ3.志l土，いっそう

主観的な領野一一音楽ーーへとひきつがれる平均律がここで，どうしても採

用されなければならない.その整律I'!-，楽音の世俗化であるー音関係それ自体

に溶むとされる崇高さや，神をおえる協和音程の純正さは，排除される.楽音

l土，いわばその物質的表面によって視られることとなり，一様均質なt，\'j~裂のた

めの素材となる

Weber の注目した記持法や鍵設楽器といった~因l土， 音を構築にふさわし

く空間化し，エ学化する補助装置だと考えられよう よ~~音 l土，建築術まがし、の

力学計算や装飾にもとづいて，作家の指示どおりに組みあげられる

絵画と音楽の段行関係のかなりの部分l土，エ Pリチューノレとパフォーマソ F、

の位置の違いにさかのぼれる.絵画の場合;こは， 画家の「拾<JとLづバ 7".

ーマ ンスが函函;こおいてZ拒否Tし..:<.!lリチ ューんとしての作品の椛祭がなしと

げられて終る. これに対して音楽の場合には，まず記捻(エタリチエーノレ〉の

なかで構築がなしとげられ，ついでそれを可思音に実現するバ 7".ーマンス
* 】5

Ci演奏)が後続ずる.この泣いl工.展覧/奥行と L、う商品形態の差異となって

あらわれ.終末へむかう芸術の制度の現状を~なったものにしている

【18) 現代芸術が.1tIJ&に対する戦略的関わり を通じてしか，表現としての

自立性を保てなくなっている.とL、う事実関係をわれわれはよく見ておくべき

だろう.そうした表現行為!l.，制度から逸出してしまう結果. 1首函や演奏のパ

フ芳ーマ ンスとしての側面を霞呈して，九キ十ングラ Jえな注目 をあつめたりも

する しかし.そ う した行為が表現でありうる怒~:i. パ 7". ーマンスのなか

にはない.制度と伝統の分厚い蓄積のなかでだけ，叛iき=表現なのである

こうして，図った事態が生じて くる.現代芸術はほとんど例外なく 目突飛で.

ひとりよがりで.な:こが何だかさっぱりわけのわからないものになった.こう

なる忍由;主あきらかで， もはや制度の内部に独創的な表現の余地が残っていな

L 、からである.表現の実質:工、制度のm界(すなわち，制度への戦略〕て'みつ

けられる. ここから.現代主主的と批評的言及との共f古関係が始主る

(当人を含めた〕担tZ司君主の宮 Ã~~t :t， この戦時を読みとさ.1J.~ったつもり:こな

no身体的作用としての芸従形式 91 . 
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る.しかし， この言説!土. 1t11L支の内部からのものであるために. この表現が制

度相関的に成立していることを明示的lこ指摘できない.制度のi明市;二通院しな

い多くのひとびとにとっては.この言説もまた，作品同僚ちんぶんかんぶんな

ものである.そして言説と ('p品11. 互いの行ー在。ilE切を与えあう.

ここで，芸街の制度を，切断!こまた具体的に，制度として記述する社会学的

努力一一芸術の制度論ーーが，求められていι
【19】 芸術;こ関する記号論というと.様式分析や作品分析が常廷であった・

こうした分析:二，たしかに必要である.だが. それらJL特定。制度に内在す

る解説(の形式化〉にすぎず，制度を開示するまでの性能がないげ

制度としての芸術I~. J!l- い:!j~b'iをなしている.作品はその窟のひとひらひと
ひらにすぎない. どの作品も，ヲ|周や対照の浴在的な鮮によって. {1自の言者作品

に係留されている.

制度としての芸術への言及は，かつてマルクシズムによって試みられたこと

がある 知識社会学はこれを突行しようとしたが.文体上の循環をまねいて，

自滅した(→橋爪=19~ : 1 J). これに絞べれば. Weberの桃だl!i(とくに記

号論!こよって箔完された拐合に〉格段に有望である.

たとえば幼児の無垢な視覚をよそおい.芸術=制度制、りそめ;こも払いのけ

てみよ・すると， 日常雑~.， ・ 加工品をはじめとする限前の諸事物:土，形式の渦
巻きとして見出されるであるう.それらは，独自Ij性を追訊するゲームのなかで

は決して芸術にかそ・えられないだらうが，いまやそれと同守，の存在資格をもっ

諸事物の形態.二.われわれの行為によって刻まれたものである.だがぎ干〈

;こ，われわれの行為;こそなわる形式もs もとはといえば，諸事物を経由してわ

れわれに宿ったのではないか こうして形式は，間身体的;こ滋及する この波

及する形式こそ. もっとも微細な記号学的記述の対象にほかならない.

形式が身体!こ到達する最初の街取が，根源的ないみでの芸術形式である.芸

術=制度とは，じつは. こうした微細な形式が. Ji主初の街濯を永続させようと，

煩集するところに出現するのである・そこで，上述の記述カをもっ文体によっ，

て語りだされるはずのものが，芸術のjM反論なのである.
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ation)における，司tヲu君。見の分r.!lと. それにひきつづく，なJIの知山にみあうもので

ある(→約π、 ~ 19B.1コ.

3・2 これは近代の絶対空間の，分前可能性に由来ーする(→統爪[1981: 95J). 

4・3 原題1::'. r音j，¥'，の合型!的社会学的基礎」である.
5 砂 4 ']j;f::学/1:fsili向の関係が，苛'l:!r学/音律論の関係と.並行である.

7・5 たとえば.管楽町}l1一般に五度百1と結びつく. しかしこの事実は. Webcrの

しるところと 1::'ならなカ‘った.

8・6 Web町 1::'，Bachの Wohlt刊 lPericrtesC/avierが，1:作と合理的i'rr指法の

両面で，平均伐のlfi:i!t:こp:献したとする これに対して， Bachゃ同時代人のJljl.、たの

は古典1Ji;lWである，という有力な指j尚もある ここで/1. Bachが平均仰の推進者とし

ての位置を占めて Lまっているという制度上の灼給を監視し， Webcrの行論に従って

おく

9・7 ここに。西欧関i主音却、の総体を生成文法のそデルによって扱おうという試みの

あらわれる必然性がある(たとえば.Lerdahl & Jackendoff [J963~). 

9・8 無綬胞と 1::'，Durkheimの綬念であるが，ここでは.楽音のすべての配列が音

集的でるる ことになり格気の規準が見失われた状態.をいう. この不毛な終trf~を Bach

の対伍とすれば.その中間のどこかがいちばん生産的なはずて'ある. しかしこの制度1::'.

そこにとどまるニとができない.

12. 9 ìS近法から射~j幾何学が発生し.それはさらに Hilbert を経由して政学的官官造

主義をうむ.という系給関係もある.

12・10 視空間1::'厳密には，射L~とは同じでない.遠近法で， 画面に平行な 2 宿線l土交

わらないが，視空間でこのようなことはない (Klein[1953=1977(上): J84J) 

13・11 視点1::'.沼田の外にあるとしても.それが面している空間のなかにあることに

なる点にも，注意せよ.

15・12 画像と世界との対応が喪われるのにつれて，視る主位の同一性が子?かされてい

くというロジフ ?I土. Wittgensteinの後期への歩みの場合と類似している.

15・13 ここに1::'.最近 D.Sperberらが唱えている mentiontheory (→椛元C1984])

と類似のユトラテジーがみとめられる.

16・14 たとえば.かつて弘の所属していた劇団など，虚1障が虚紡でしかな〈現実が混

安でしかないこと (j削度としての芸術の臨界)を&mすることを， ドラマトヲノレギーの

主主としてしまったのをきっかけに，解体した.

17.15 これを図式!こうっしとれば.0人 5JJjMMCPj(庄野こ198]J)となろう"こだ

しこれが，構築への意志に紫仕する特獄、な音楽制度の錨述である点に留意しておくべき

だ.
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村山 康男 1982 r描くことの復権一一77γダメ γ!lJレ・ベイγティ γグの表現芝

:吉.と記号E命的思考一一J，f部座記号論 3: 160-1ii.勤草お房.
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Music， Springer-Verlag N. Y. 1nc. =1981 高野光司・安藤巴ー

訳， f音楽の科学ー一昔話Eの物理学， 精神物理学入門一一~ ， 音楽之

友社.

庄野 ì~ 1981 演奏ーに対する音楽記号学的研究の訪問忠一ーその基礎づけに向!す

て一一J，記号学研究.il 1: 169-181，北斗出版.

谷川 i屋 1983 r絵画の解釈と記号論J.1J日i族蕊ほか 「芸術の記号鈴」・ 105-170，

効1if.笹liJ.
Vi.lor ユ505 De aTtificiali peTspecti叩.=198] 横山正訳， rヴィ アト ーんの

進税図法1505.1(アール・ヴィウァン殻ffi ~問の免見①)， リフロ

ポート 目

Wcbcr. Max 192J Die 1'ationalen ，，，，d soziologischcn Grundlagen der Musik， 

Drci Masken Verlag→1925 in WiTlSchaft U1，d Gescllschaft. 

=1967 安阪英治ほか訳， r音量i社会学:'jjlJ文社.

横山 正 1981 透視図法の展開とゲィ 7 トールのテキ九ト J，Viator[]505= 1981 

; 66-94J. 

(まま所属・社会学湾攻〉

- 文献挙示I'!.・『ソシオロ ゴ7-jtt編集委員会所定の， <ソ γ オロゴユ方式〉により

ました.
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